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＜授業の目的：シラバスより＞ 

子どもの発達の様相を大まかにつかむことは、

子ども理解や子どもの教育において欠かせない。

そのため本授業では、乳児期から青年期までの

子どもの認知的な発達、社会性の発達について

概観し、子どもの発達に影響を与える要因とし

ておもに子どもを取り巻く人間関係についても

近年の研究知見を紹介していく。これらを通し

て自分の研究生活や修了後の教育活動にも活か

せるようになることを本授業の目的としている。 

＜授業の到達目標：シラバスより＞  

・乳児期から青年期までの子どもの発達の様子

を説明できる。 

・子どもの発達に影響を与える要因として、家

族や学校での人間関係を理解できる。 

＜授業の概要：一部はシラバスより＞ 

  子どもの発達の様相を大まかにつかむことは、

子ども理解や子どもの教育において欠かせない。

そのため本授業では、はじめに乳児期から青年

期までの子どもの認知的な発達、社会性の発達

について概観する。さらに子どもの発達に影響

を与える要因として、家族関係や学校での人間

関係についても最新のデータを呈示して知識を

得ることで、教師の影響力の大きさや子どもと

のかかわり方について議論する。最後に、受講

生がもっとも興味を持ったテーマについての論

文を発表することで、本授業で得た発達心理学

の知識や子ども理解が自分の研究生活や修了後

の教育活動にも活かせるような授業を目指した。 

本授業は、全 15回の授業であった。受講者は

10名である（うち、学校臨床が 2名・臨床心理

が 8名であり、すべて 1回生である）。前半はお

もに授業者が作成したプリントを用いつつ、パ

ワーポイントやビデオ教材による講義形式で行

った。後半の授業では、院生が発達心理学の分

野において興味関心を抱く論文を選定し、それ

をレポートするという演習を行った。以上の二

部構成で授業を設定して行った。 

本授業の初回に、発達心理学に対する知識や

理解とこれまでの勉強について院生全員に質問

を行った。その結果、「学部時代に学んだ経験が

ある」院生と「ほとんど学べていない」院生が

約半数ずつであった。したがって、第一回目に

生涯発達の観点から人間の発達について概論的

な講義を行った。その後、授業のメインテーマ

である「発達に影響を与える環境」として、養

育者（父親および母親）、教師、きょうだい、仲

間という存在との関係性を取り上げ講義した。

後半は、前半で学んだ発達の知識をもとに、各

自が興味関心を持った論文を選定し、それを自

分なりにまとめて発表する場を設けた。その際

には他の院生から質問や意見、感想などを自由

に述べさせ、議論の時間を設けた。 

＜授業評価アンケートの結果について＞ 

試験日の際、無記名式で授業評価アンケート

を行った。質問事項とそれらについての回答内

容は下記の通りである。 

１．「この授業を受講して良かったと思いました

か。５件法（まったく思わない～とても思う）

で答え、その理由も書いて下さい。」 

この質問では、４（まあそう思う）：1名，５（と

ても思う）：9名という結果であった。理由とし

ては、４：「自分の研究とは違う分野で楽しかっ

た。後半のディスカッションが盛り上がるとよ

いなあと思います」，５：「発達の分野について、

現在の研究の動向まで分かりやすく理解するこ

とができた」「子どもの発達に影響する要因につ

いて、従来の母親からのみの視点ではなく、父



親・きょうだいの要因も詳しく知ることができ

たから」・「子どもの発達についての復習と言葉

のみの理解だったところが意味まで理解でき、

論文の発表では、皆の興味あるところがよくわ

かったことと、自分の興味があまりなかったこ

とに触れられた」などであった。 

２．「この授業の内容をどの程度理解できました

か。５件法（まったくできなかった～かなりで

きた）で答え、その理由も書いて下さい。」 

この質問では、３（どちらともいえない）：1名，

４（まあできた）：8名，５（かなりできた）：1

名という結果であった。理由としては、３:「授

業後の自分の振り返りや復習不足などが原因だ

と思われるが理解が十分とは言えない」・４:「レ

ジュメもわかりやすく、単元ごとの話題も明確

で理解しやすかった」・「発表の回ではディスカ

ッションを通して深めることができた」・５:「自

分の経験や考えを反映させながら受けたり動画

で実感したりわかりやすかった」等であった。 

３．「この授業を受けて、意味があった（役に立

った）点はどの程度ありますか。５件法（まっ

たくなかった～かなりあった）で答え、どうい

う点に意味があったか（役に立ったか）、具体的

に書いて下さい。」 

この質問では、３：1名，４（まああった）：3

名，５（かなりあった）：6名という結果であっ

た。具体例としては３：「わからない」・４：「発

達と関連のある研究をしようと思っているので

その役に立った」・「論文の発表で自分が質問さ

れたり他の人の質問をきいて着眼点がいろんな

方向にあることを改めて知り、論文を多角的に

読むことの大切さ」・５：「母子の発達に限らず

きょうだいや外部といったあまり扱われにくい

部分に関しても勉強できたこと」・「様々な研究

に触れその多様性を感じられたこと」などが挙

げられていた。 

４．「この授業で改善すべきところはどの程度あ

りますか。５件法（ほとんどない～かなりある）

で答え、どこを改善した方がいいか、書いて下

さい。」 

この質問では、１（ほとんどない）：5名，２（そ

れほどない）：2名，３（どちらともいえない）：

1名，４（少しある）：2名という結果であった。

改善点としては２：「話し合いの中で、自分の考

えを言うことができなかったことが残念であり、

反省もしている。」・４：「発表の回数あるいは１

人の持ち時間を増やしても良いと思うまた、発

表者が話し合いたいポイントを用意する」・「学

生の文献発表の際、事前に資料がわたっている

と意見交換等に深まりが出るかと思いました。」

という意見があった。 

＜地域社会を核とした教育と研究のつながり＞ 

 本授業では理論や論文を紹介する際に愛媛県

内の幼児・児童生徒や保護者ならびに学校教員

の事例などを数多く提示した。それによって、

客観的なデータや現実味に乏しい理論や研究を

身近なものとして理解させることができたこと

が本授業の教育的意義であると考える。院の修

了後、社会に出てのち本授業で得た「実感を伴

う」この知見が活かされることを期待している。 

＜今後の課題＞ 

 本授業は「発達心理学の知識を得る」・「発達

心理学の論文を読む」という、二つの活動を含

み、その二つの有機的な統合を目指した。この

授業スタイルはおおむね好評価であったことか

ら、来年度も続けていきたい。 

 前半の授業者による講義についてはこのアン

ケート上ではとくに改善を要する点はなかった

が、後半の文献発表の回の部分では改善点が大

いにある。授業者の想定が甘かったこととして、

その場で論文の発表を聴いてすぐにコメントで

きる院生が少数であったことが挙げられる。大

学院の授業とはいえ、約半数が発達心理学の初

学者であることを考えると、院生からの改善点

の提案にもあった通り、事前に受講者全員に対

して発表担当の院生に論文を配布させておくか、

インターネット上で回覧する方法を構築するか、

次年度に向けて取り組んでいきたい。また、発

表者に議論のポイントを考えさせておくという

のも参考にしたい。 


